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『多文化社会読本
 
　　
―
多様
なる
世界、多様
なる
日本』
長谷部
 美佳
〈新刊
トピックス
〉
る
「多文化社会論：歴史
と
現在」
という
、各地域の専門家
がその国や地域の多文化状況
について
語
る
講義
をもとにし
ている
。編者の一人である
筆者
は
、二〇一二年以降この講
義のコーディネーターを務
めており、
すべての
講義
を
間近
で聞い きた。移民 多文化社会
についての
研究
を
専門
と
する
筆者
にとっても
、毎回の講義
は
、新鮮で発見の連続で
あり、各地域 専門家が揃った
東京外国語大学だからこそ
実施でき
「
オンリーワン
」の講義であると確信している
。
筆者
をはじめとする
「多文化社会」や「多文化主義」
に
関心のある
研究者、
そして実践者
も
含
めて、日本
との比較
対象
として
、
その多
くは
、伝統的移民国家であるアメリカ
合衆国
やオーストラリア
、
あるいはヨーロッパの
国々
の
「多文化」
の
状況
に
関心
を
向
けがちである
。
しかし
本書
を
読
むことで、
それですら
、いかに
国民国家
という
前提
に
立
った
関心の払い方であったか、痛感
させられる
。
インドと
現代
の
日本
で、 「日本
は
単一民族
の
国
である
」
という
言
葉
にどれだけの
人がうなずくであろうか。日本
という
国の
中で多様化が進
んでいる
、
あるいは
明治以降、
そもそも
日
本
は
多様性
を
内包してきた
という
歴史的事実や現状
とは
裏腹
に
、この「単一民族神話」
にまつわる
言説
は
、執拗
に
現
れる
。
さらに
自分
たちの優位性
をたたえるだけではなく
、
他者
との差異
を
攻撃
する
動
きまで現
れている
。
本書
は
、世界の国
と
地域の「多様性」の歴史
と
現在
を
学
ぶことを
通して、こうした
日本社会の現状
を
相対化し、新
たな
思考の地平
を
見出
すことの一助
となることを
目的
とし
ている
。
本書
の
最大
の
特徴
は
、世界一四
か
国
（日本
を
含
めると
一五
か
国）
という
多数
の
国
と
地域
の
多言語・多文化
の
状況
（
あ
るいは
失
われた
多文化性）
が
論
じられていることにあろう
。
もともと
東京外国語大学で二〇〇七年度
から
実施
されてい
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いう一三億近い人口
を
抱える
国では
、無文字言語の話者が、
百万人単位で存在
すると
言
われており、
それ
以外
にもその
地域固有の言語
を
話
す
人口が一千万人近
くに
達
する
集団
も
、
いくつも
存在しているという。こうしたバックグラウンド
を
持つ人
たちが、世界中へ移動したとき
、
インド
人
ならヒ
ンディー
語話者
であろうという、 「国民国家幻想」
に
基
づ
いた
受
け
入
れ
側の予想
は
、大幅
に
崩
れていくことになる
。
生
まれ
落
ちた
時の母語
として
、民族語や地域語があり、隣
の村
とすら
言葉が異
なるので
、他地域の人
と
話
すための地
域共通語、
さらには
公教育
では
国家
が
指定
する
公用語
（
そ
のほとんどが
旧宗主国
の
言語）
を
勉強
するというアフリカの
諸地
域
の
事例
を
聞
けば、果
たしてこうした
地域
で、 「多言語主
義、多文化主義」
を
語
ることができるのか
、
という
疑問
に
さえ突
き
当
たる
。
私
たちは
一つの国
に
「文化の違い」があ こ が、社会
の
秩序
を
脅
かすと
考
えがちである
。日本社会
より「多様
性」
を
長
く
経験してき アメリカやオーストラリア、
そし
てヨーロッパ諸国でさえ、
その前提
からはなかなか
逃
れる
ことができていない。しかし、中国やインドといった巨大な
多民族国家や、アフリカの諸地域
といった
、多様性が当
然
となっている
地域の事情
を
知
ると
、私
たちが、同質性
を
基準
にした
「社会
の
秩序」
と
考
えているものが、
いかに
「国民国家」
という
枠
に
縛
られた
考
え
方
であるかというこ
とが明
らかになるだろう
。
また
社会が同質であることが、
世界の普遍的
な
現象ではないことがわかるだろう。
欧米諸国だけでなく、 「多様性がその社会
を
豊
かにする
」
という
考え方
は
、日本社会の中
にちらほらと
現
れ
始
めた
。
多様性
を
実際
に
社会の力
にし、差異が攻撃の対象
とならな
いようにするためには、社会
は
「同質的であるべきだ」
と
いう国民国家のあり方 呪縛
から
逃
れなければならない。
より柔軟
な
「多様性
を
含
んだ社会のあり方」
を
構想
する
際、
本書が自分
たちの社会
を
相対化
するための
一助
となること
、
それこそが
本書のねらいである。
はせべ・みか
　 東京外国語大学特任講師
　 多文化社会・
コミュニケーション
論
長谷部美佳・受田宏之・青山亨〔編〕
多文化社会読本
―多様なる世界、多様なる日本
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大胆
に
描いているからです。訳者
として
私
は
本書が広
く
読
者
に
受
け
入
れられることを
願っていますが、
とりわけ
次の
三点
について
、
それぞれに
、
またそのすべてに
関心
を
寄
せ
る
人々
に
是非
とも
本書
を
読
んでいただきたいと
思っていま
す
。一つはベトナム戦争
に
関心
をもっている
人です
。日本
に
おけるベトナム
戦争像
はどうしてもアメリカからの
目線が
強いか
、
あるいはいわゆる
「解放勢力側」のプロパガンダ
に
沿ったものになりがちです。プロパガンダではない「向
こう側」
からのベトナム
戦争像の一例
を
本書で知っていた
だきたいと思 ます
。二つは
、新旧の社会主義圏の国々
に
関心
をもつ
人
です
。本書
では
冷戦期
の
社会主義国間
の
政
治・経済・文化の交流の様子の一端や現代のベトナム知識人が社会主義
をどう捉えているのかを知
ることができます
。
三つは
、文学
とりわけアジア文学
に
関心
をもっている
人で
このたび東京外国語大学出版会
からホアン
・
ミン
・
トゥ
オン
原作の現代ベトナム小説『神々の時代』
を
私の翻訳で
出版
させていただいた
。この小説
は
、一九四五年八月革命
による
独立
から
、抗仏戦争、ベトナム戦争、南北統一直後
の苦難、刷
ドイモイ
新後の変容
など
、ベトナムの二〇世紀後半史
を
背景
に
、ベトナム北部紅河デルタ
農村の儒教知識人家族三
代のたどった運命
を
描いた
大河小説です
。作者のホアン・
ミン
・
トゥオンは
一九四八年生
まれの
北部出身者で、数多
くの文学作品
を
発表しているベテランの作家です
。この小
説
は
二〇〇八年
にベトナム国内で刊行
されましたが
、
すぐ
に
販売禁止
となってしまいました
。しかし闇市場やインタ
ーネットで広く
読
まれ
、大
きな
反響
をよびました
。
それは
、
これまでベトナム国内ではタブー視
されていた
土地改革の
誤謬、 「人文佳品」事件
や「修正主義者」粛清
における
知
識人弾圧、南北統一後の大量のボートピープル流出
などを
「向こう側」
からのベトナム
戦争
を
描
く
 
　　
―
現代ベトナム小説『神々の時代』の訴えかけるもの
〈新刊
トピックス
〉
今井
 昭夫
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す
。本書ではアジアの多
くの国で見
られる
政治権力
と
文学
との緊張関係
について
見て取
ることができます
。
そういっ
た
中で作者
ホアン
・
ミン
・
トゥオンがいかなる
文学
を
創作
し、文学 価値
をどこに
求
めようとしているのかを
知
るこ
とができます
。最後
に
作者
から
送
られてきた
日本の読者
ヘ
のメッセージをお伝えします
。
今井昭夫
　
桜の国の読者の皆さんへベトナム人
と
日本人
は
共
に
東アジアに
起源
をもち
、文化
的
に
近
く
、古
くから
国交関係
を
結
んできました
。日本橋が
あるホイアンの古い町並みは
、両国の間
にまたがる
歴史、
建築、文化の刻印
を
永遠
に
記しています
。文学
において
、
日本の松尾芭蕉の俳句、川端康成、大江健三郎、村上春樹などの小説
は
、ベトナムの読者
によく
親しまれています。
このたび、小説『神々 時代』が日出ずる
国
において
出版
されることは
、
きわめて
光栄
なことです
。訳者の今井昭夫
教授
と
東京外国語大学出版会が、私
たち
両国の間
にさらに
一つの文化的架
け
橋
を
付
け
加えていただいたことに感謝
たします
。本書が、二〇一六年の桜の国
に
多
くの幸運
をも
たらす
春の便りとなることを願っています
。
ホアン
・
ミン
・
トゥオン
　
著者
－
ホアン・ミン・トゥオン（
H
oàng M
inh Tường ）
　 一九四八年、
ベトナムの農村ハドン（現在のハノイ市
ウンホア県フオントゥー
社）
に
生
まれる
。ハノイ
師範大学で地理学
を
修
めた
後、当時のヴ
ェトバック
自治区で教鞭
をとる
。
また
、当地の教育局
に
勤務した
後、一九七〇年代後半
から
新聞の記者や編集員
を
務
める
。この頃
より作家活動
を
開始し、一九七九年
に
初
めての長編小説『冬春米
の田』
を
刊行して以来、これまで二〇冊以上の著作
を
発表し、ベ
トナム
国内
で
高
い
評価
を
受
けている
。二〇〇八年
に
刊行
された
『神々の時代』 （ベトナム作家協会出版社）
は
、二〇一四年
にはフ
ランス
語訳が、翌一五年
には
韓国語訳が出版
されている
。
訳者
－
今井昭夫
（
いまい・
あきお
）
　 東京外国語大学大学院総合国
際学研究院教授。専門
はベトナム
地域研究、ベトナム近現代史。
著書
に
『戦争・災害
と
近代東アジアの民衆宗教』 （共著、有志舎、
二〇一四年） 、 『記憶 地層
を
掘
る
　 アジアの植民地支配
と
戦争の
語
り
方』 （共編著、御茶
の
水書房、二〇一〇年） 、 『現代
ベトナム
を
知
るための
60章』 （共編著、明石書店、二〇〇四年）
などがあ
る
。
ホアン・ミン・トゥオン〔著〕
今井昭夫〔訳〕
神々の時代　物語の島アジア
四六版変形　並製　574 頁
定価：本体 4,000 円＋税
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